















































































































　　一一一’一「L　　　　　　　0　　　＿．江．二室＿＿．．錘凹　凹　一@は一黶｡　　　　＾　』 案一 一吉 虹 去エ⊥D上　’＾ 33，120荒彊断牡爵板臨
血
＾ ・
＾ ｝ 宣
．7」」 33．ig○
塩時費
ノ宿 尊　　壷 扇
4王⊥提2
支出合計
　水族鰭程褒・一
　実験所程賓・一
　頂柳館程竈一
　幅時費一・・
・939／878…
　・7δ、790一一
　　7，100…
　（宇羊雇累言†）
・一一X．49ζ727
…■、397606
　　3引20
一一S－7I6．820
合一　計一・ ■5，646．27三ヨ
1月末王冠狂高
前月よつの穣斌一
色肩の炊大合汁・一・
午月⑦支出合計・一・
・3，164．096
…2，07ブ8■4
．■、023．768
現　征　高・・一 斗216，172
◎前年陵と～ヒ校
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696－5斗　，卜5／1
籠　　記　　幸
。1目　完秣に、1妊保護嗣雷ボ支障しだ，冷凍林才水口．人板金属室偏泰婁1こ
　　　よリ同一番衣とリ奮え復旧しだ。以積秦靖なく」運転中。
⑤2日　　ヒプーロウミヘビ1個体が入．糟。番肝山下の残で中学生カ恢秦しナこわので．
　　　奴一長いが1流ら小っナニー己し1水、残売なが£4日に死亡した。
◎4日　　廉ホ壁スロに屠示してあ■るヱかウぎ並の剰禦1。よ、文の客には気味蕎く感
　　　しられるらしく．入室をだ櫛らうxが時マ是うけ£れるので、これを同室北東
　　　の隅に移し、人口附近を若干撰一様替えしナ＝。
◎G日　紹下知の漂師丼ホ清次吉眠よリア才ブIダイσ流産リ酬孝（55肌）が入摺
　　　ト1水椿で・生註中、・
◎12日　町口沖5㌦附近て！士一酎陸採実し縦深秦時のすリ傷が
　　　蓬≡化し，20目元」己、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丸◎　ほ臼
　　　イ，リテニアがダー土　スジソ＼ワ　：ホウーヒ寺八ク…孝一玄一軒．失しだ、、
⑤1イ目瀬戸よリ．こコウ（128c汎）1固溶狐、ブ、播、　　　　　　，以
　　　積順調に飼育中．
◎　i5目　一季前外札の台風128琴の余波が去○たあと、＾ん　23，24，1う、T〒．の各氷
　　　槽1こ、細菌佳0）白のと桂定き札るサス。病が発生し、イドフエフキ　タ・ソノオドゴj
　　　害に鰭妨つだが．発掩を碕除して一峰へのまなば防止できし
◎　19目　恭帝一淡水魚水増（標本肇1出口）の巫ひに、　トビハ亡水棲を莉＝叢。
◎22日新語着水槽の内式フイ1し夕一の手一しとがラス内陸の爵鋳を．潜水乍案1こよ
　　　リ実苛缶しナニ。
◎24目H水椿のウミガン類は、遼峯吠め．地ク2水橿へ移凧沁11．22
　　　26、　の．名ウミニ’ガメ水棲の保温南袷。
⑤　同．巨、ポ」く椿のク方アシカー二1偶体が死亡（飼育期向1oけ胃）口こ⑦個体は左
　　　例の脚が全音画とれた弐武生きてし、たもので、最近1ケ目は殆んどノ塵餌しながっ
　　　だ。生存拭ぱ♂1・♀2計ヨ個体。冷凍機のクーラーから出る錆のだ柳，飼
　　　育宙水の連リが冒立って茶たので，リザ㌧スタンクヘの新潜水商t童を増やし
　　　ホ盾の向上召ぱかつてし1る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　65）
◎26日　下（熱帯一生スズノゾイ淳）不言（無常二性ベラ類）の両ホ槽に，ダ式圭珪循環妻
　　　置をヒツ1・し、・保温周冶
◎　　白点病の被害ぱ1　1－1日宅ま与箭き，持に対実を講じに＜い節一二永橿室で着るし
　　かった，しかし弓新語A～E水溝では耕しし岨方による斑除（畜料二□二）の効果が認
　　め』才し今僧の白点甫対実ω児通じは，かなリ好転した。
◎　l1月・の一棟察俸．宗
　日野　　場町　　土禾寡…方法　　　ぺ婁　　主な目自力
　1E1午後　　　塔轟東側　　　　潜水　・竿釣　　　　　　斗　　　　　南方系の桟魚
2日朝　　　　㎜双島沖　　　一本曲　　　　　　　　2　　　　アカ八ヌササノ八へ！ラ
8目午1積　　　、塔畠刺到　　　薔水　宰釣　　　　　　？　　　　南方系の残ノ魚
9日午後　　　　　動二淘園丁械’　隼的．タイドープーし」栄秦　　　　3　　　　　　1右〕カ羊ダイ　ギンユゴイ
12目午僑．㎜承畠掌釣　2刀メジナ，与吋ナ∋ウウ千
12ロタ方　　　取入口沖1　　　潜ニブ」く　　　　　　　2　　　　リ〈」ノウオ
13日帝冬日　　　　鴨ヰ沖1～2ド／□τ　一ヌ←荊　　　　　　　　　1フ
1明午前　　　　　　　　　盾杜　　　　　　乙　　　　　’一一」刀サギ
17高千一一帳
　　　　　　　　　　　　　　宰灼　　　　J　　了イゴ
2旧午暖　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　　　禽右栗の小魚
27口午＝毒士　　予：亟口　つフロすキ’
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魚類　　オ，サノ　才子ナヒメジ　スジハ9　　　　　ホウヒ七ハァ　イススミ　クロメン十
　　　ヨスシ・フエダイープエクイの一種クロ†ギギンユシ十リτ打力舛クロコ・jハぜ
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⑤11月30日現在飼育中の動幼ぱ．総計33斗榎3，330個体上只上で、で一の内訳i式
次の通一リ。このうち露、曹水麿に獅冨唇矛中の動物は「327種328蝸体以上
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皿竜水・吐白点清の雁除剤について
　　有オ佳白点1病≡の清廉一には従」禾メ与しンプ」し一・アプリフラビンマキュロタロ｛・過マンガ〉
　酸カリ・喧醸二」二一字詳が用し／られてさた。これbぱ淡水・薫の盲点病1の一駆除剤衰亡の：まま
　充円じず二十二」の．で、いずれも塙坊→生ば証師られなしr。
　　こ6〕う5、鉦酸キニーネは、須唐木炭歯・みさき公園水族舘て肌／られ、での比万
　～」冶石浴を原気よく涜けること1こよって、かなりの折果凌赤1ブてし1るので、当舘てもゼ
　の方法て予防と治療を行なって禾だが，．薬価が高いことと轟1」乍肝林大きし／ことが欠点て
　おっ六二七
　　　　　　　汗水族絃ては食塩・察法（塩・分濃宛討る〕を雇蜜してしほが、違試し
　」ζ。みJ’二流＝累ぱ」小．んばしいLのでは書小っナこ。責だ，碩容水族嶺では抗生物虜1のうちで展
　七道嗣．前巨ポノ「広い下っロマでシン（クローjレテトラサイフりン〕を試「関し、〔至口，授与一打よび飼育
　1釦」＜1こ宕が可〕苅翠があったとのことて1あるが、同剤は有水中での分解力＼極めて速〈，
高／面な11月で，．白書言では試＾ていない。
　　下岡水族館の堤侵、夫瓦ぱ、硫酸鋼とネグーボン〔バ仁二〕し社票、家畜の寄生虫兜除剤、成
分：ト1」叩口Lドロキシェ牛jしシメ手jレオλホネート〕を飼育有水1こ砦かす方法を試＾、本病
　の斑除に皮切」した』、・今年の水産草食・利・李．大会て発窄しJ二。同氏よ1」追式を依頼され、
　ゼの処方を放わつだのて、早速！0局よリ、新舘A・β・C王の各水槽てテストを始め
ナニ。
　処方は、飼育盲水1トン1こ対し、硫酸銅1、？ゾネブボ〉0，52叩ある。テストに当
　つて、疏鹸銅が飼育海水の癒週ベワ〒リアに悪影響をわよぽ一寸ことが懸1倉されにので、
薬剤を溶かし才二手ま（単独宿壌を長く就けることはさけ，夜向ブけ単独信壕て薬浴を行
ない、星回は給水豊をバ、やして（台～イド〉府、擬ホ率1，2～251総ホ量と穫痛率
が薫の椙南をもつことも宕慮にλれだ。）の嗣，次式と青る方法をどり、これをくリ重した。
　テストの結果は次表の通りで、．本剤で七白点一病の振寵は容易てばなしrが．小なくとも
塩酸キこ一ネ谷と同程寅の効果はあること．が判った。
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1　　　　　　　　　　　　1
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1i　　ク　　　　　　　　　　　　　　ll　　　　　　　　　　　　　　ll　　　　　　11水鏑勅ミスと膚帆る　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll　　　　　　　　1…生存中岡言のカーゴ粁力5死亡1
1　　　　　　　　　　11　　　　　　　　　　　　　≡1　　　　　　　　　　　　　　　！1生酔　　　　1
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（毛主）　⑤二毛テ合する　　O土効果あリ　　△二
　　　X1タビ　1〔
効票椎喉櫨べ蓬＜再発
　本刑の利点は、塩酸キニーネに比べて侯晴轟が小口く、・薬価が安いこと，
が寅ら穂いこと（塩キの場合は．魚の体色が、黒ずみ、痢こ十ヨう与Iコi”携は見るかiす
もな＜なる）である。副乍馴こついてぱまだテスト倒が小いので確めら糺掲いが、藁
昌の成分力、らみて、かなリ強いのではないかと思われ、許容轟の崔詔が仁要であろう．
　今回のテストは、水逓の下降シーズ）1こ行なったので、病棟虫の活動が震も活溌事
章蔑ての劾累のほどは明年の探題である。（理論的1こば、一宿凍虫のライフ・サイ引Lが
短かU高温時の方洲効果が大きいぱず（あるが。）
⑦9）
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